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平成２２年度　相双地区第１回安全パトロール実施！

　平成２２年６月２３日、平成２２年度相
双地区第１回安全パトロールを実施し
ました。国道６号及び国道１１５号阿武
隈東道路の施工を担当している２１工
事の現場代理人が参加しました。内容
は以下のとおり。

【午前の部】
 ・現場事務所及び工事現場パトロール
　　　上物倉地区道路改良工事
　　　小豆畑地区道路改良工事
【午後の部】
 ・安全講話
　　　厚生労働省相馬労働基準監督署
 ・検討会
　
　原町維持出張所では、今回の結果を
受け、各工事現場を再点検し、工事事
故防止に取り組みます。

ゴミ捨て防止のためネットフェンス設置！

　国道６号には車を運転されている方が自由に停車、休
憩できるよう、駐車帯を設けています。しかし、駐車帯か
ら道路外に向かってテレビなどの家電製品や家庭ゴミが
不法投棄されている状況も散見されます。
　原町維持出張所では、平成２１年１月に南相馬市鹿島
区永渡の駐車帯に、工事資材を利用したネットフェンス
を試験的に設置したところ、不法投棄が減少し、防止効
果があることがわかりました。
　今回、同じくゴミの不法投棄が多い、新地町駒ヶ嶺の
駐車帯にもネットフェンスを設置しました。
　駐車帯は、多くの方が利用する場所です。きれいに利
用しましょう。

工事現場パトロール
（小豆畑地区道路改良工事）

工事現場パトロール
（上物倉地区道路改良工事）

相馬労働基準監督署からの講話

　国道６号上の工事で万が一工事事故が発生すると、道路利
用者にも危害を及ぼす可能性があります。そのため、原町維持
出張所では、工事作業員はもちろん、道路利用者の安全対策
も徹底して工事を進めています。
　工事箇所を通行する際は、交通誘導員の指示に従っていた
だき、スピードを落として通行いただきますようお願いします。

班別検討会

安全パトロールとは？
　磐城国道事務所では、管内で発注
した工事の請負者を会員として、事故
防止対策委員会を組織し、様々な活
動をしています。
　このうち安全パトロールは、工事現
場パトロール、安全講話、検討会を主
なプログラムとして地区毎に数回実施
しており、事故防止に努めています。



　

皆さんのおかげで、国道６号は彩り豊かになりました！！

　平成２２年６月１８日、相馬市立日立木小学校
の５・６学年の児童、保護者の皆さんが小学校近
くの国道６号沿線でマリーゴールド、サルビアを植
えてくれました。
　日立木小学校では、児童達に社会のために役
立つ活動をしようとする心を育てるため、１０年以
上継続して広く地域奉仕に取り組んでいます。

　平成２２年６月２５日、双葉町長塚地内の
長塚交差点で、長塚長寿会及び長塚町４婦
人会の皆さんが、交差点の緑地帯を除草し
てくれました。平成１４年から毎年、長塚交差
点へ花を植えていただいています。

　平成２２年６月１９日、双葉町新山の久保前交差点が、
ベコニアで彩られました。
　２年前からこの場所で植樹活動を行っているＮＰＯ法
人ハッピーロードネット（西本由美子理事長）の呼びか
けにより、双葉翔陽高校、原町青年会議所、浪江青年会
議所、双葉町役場職員の方々、３０名ほどが参加し、今
年も植栽活動が行われました。
　汗ばむ陽気の中、1時間ほどで植え終わると、交差点
わきの花壇は赤、白、ピンクのベコニアで彩られました。
今年も信号待ちをしているドライバーの目を楽しませ、ベ
コニア交差点の愛称で親しまれそうです。
　

作業中の様子

　

彩りあふれる”ベコニア交差点”を背景に記念撮影

西本理事長佐藤さん

　今回植えた1,500株のベコニ
アは、昨年まで、この作業に
参加していた、双葉翔陽高等
学校の卒業生で、現在福島県
農業総合センター農業短期大
学1年の佐藤由佳さんが育て
ました。
　卒業後も、このような形で地
域の美化活動に参加していた
だき、ありがとうございました。

　ボランティアでの活動大変ありがとうございました。国道６号では、今回ご紹介し
た方々のほか、たくさんの団体・個人の皆さんに活動していただいています。
　今年も暑い時期になってきました。ボランティア活動をされる際は、水分補給を十
分行い、熱中症に注意するとともに、交通事故のないよう通行車両にはご注意願
います。

青空を背景に、花が鮮やかです。

に　　っ　　た　　き



①家庭ゴミの持ち込みはご遠慮下さい。
　毎日、多くのゴミ処理に苦慮しておりま
す。家庭ゴミや粗大ゴミなどの持ち込み
はご遠慮下さい。
②トイレをきれいに使いましょう。
　24時間利用できるきれいなトイレは、
「道の駅」の大事な役割の一つです。汚さ
ないようにきれいに使いましょう。
③長時間の駐車はご遠慮下さい。
　道の駅の駐車場は限りがあります。長
時間駐車されますと、他の利用者に迷惑
がかかりますので、ご遠慮下さい。

　スランプラリー抽選会の後、原町維持出張所管内３駅の駅長
との意見交換会を実施しました。
　意見交換会では、道の駅の利用者と直接接している駅長から
「道の駅で入手できる観光情報を充実させたい」「平成２２年２月
２８日の津波の際、道の駅で休憩しながら情報収集している人
がおり、道の駅での防災情報提供が役立っている」という意見を
いただく一方、「オープンから１０年経過しているので、施設の修
理箇所が出始めている」など苦労話もいただきました。

　平成２２年６月９日、福島県内の道の駅が連携して取り組んだ『第2回ふくしま「道の駅」スタンプラリー』
の抽選会が、道の駅「南相馬」で行われました。
　抽選会では、道の駅「そうま」の新妻駅長、道の駅「南相馬」の大竹駅長、道の駅「ならは」の松本駅長
他により、完走賞5名・敢闘賞２0名・チャレンジ賞50名が選ばれました。当選された方には、地域の名産
品が贈られます。このスタンプラリーには、福島県外からの多くの応募がありました。たくさんのご応募あ
りがとうございました。

　熊本県宇土市で市民参加の町作りに取り組ん
でいる「ＮＰＯ法人青年協議会」代表上村（うえむ
ら）さんが、リヤカーを引いて道路のゴミ拾いをし
ながら全国を行脚する活動に取り組んでいま
す。上村さんは、国道６号を北上し、７月５日広
野町へ入りました。広野町では、広野町役場職
員やＮＰＯ法人ハッピーロードネットのメンバーら
が応援に駆けつけゴミ拾いを一緒にしてくれまし
た。
　今後は北海道札幌市を目指して、今後さらに
北上される予定です。国道を通行の皆さん、もし
見かけましたら、速度を落とすなどご協力お願
いします。暖かい声援もよろしくお願いします。

上村さんによると、相双地区の国道６号はたくさ
んのボランティアのおかげでゴミが少ないそうで
す。清掃活動がんばってください！！！

東北「道の駅」ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ２０１０開催中！（応募期限１２月６日まで）

上村さん

賞　　　名 完走賞 敢闘賞 ﾁｬﾚﾝｼﾞ賞
(スタンプ数) (19個) (10個) (5個)

当選者数 5名 20名 50名

応募数 426通 220通 414通

　今後、意見交換会を
定期的に開催するとと
もに、各道の駅と原町
維持出張所がよく連携
して、利用者にさらに
喜ばれる道の駅となる
よう取り組みたいと思
います。


